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身近なところから手軽に
改善！小さなバーコード
システム（後編）
これ前回に引き続き、今回も「身近」「手軽」をキーワードに、少しのコ

ストで改善を実現する２次元コード／バーコードシステムをご紹介します。

今回は事例の紹介に加え、ポイントを絞ってバーコードシステムをより

身近にするコツもほんの少しだけご紹介します。

 

ＳＣＭの入り口
簡単入出庫検品システム

＜特長＞

２次元コードとハンディターミナルを使っ

て誤出荷を防止するシステムです。

出荷情報を２次元コード化し、出荷時の

検品作業にハンディターミナルを使用する

ことによってイニシャルコストを低く抑えつつ、

誤出荷をほぼ100％撲滅することができま

す。

出荷検品システムは誤出荷防止だけで

はなく、手早く作業効率を向上させること

ができるため、さまざまな場所で使用され

ています。一般的には、無線タイプのハン

ディターミナルを利用するシステムである

ことが多く、ホストコンピューターから出荷

情報をダウンロードし、そのデータを元に

出荷作業を行うという形での運用が多くなっ

ています。

しかし、無線を使ってホストコンピューター

と交信するこのシステムは、リアルタイム性

の向上や他のシステムとの連動性という面

では大変優れていますが、「一刻も早く誤

出荷の防止をしたい」といった場合や「と

にかく作業効率を向上させたい」といった

目的が絞られているお客様には少々敷

居が高くなってしまっています。

そんな時に有効なのが、この簡単入出庫

検品システムです。

このシステムでは無線を使用しません。

また出荷情報をハンディターミナルにダウ

ンロードせず、その代わりに出荷指示表で

使われているデータをミニマスターとして

するため、ソフトウェアの開発が大幅に簡

素化され、イニシャルコストを低く抑えるこ

とができます。

作業イメージは、以下の通りです。

1．通常使用している出荷指示データ（表）

を２次元コード化して出荷指示表に印刷

する（裏面のイメージ図を参照）

2．ハンディターミナルで出荷指示表の２

次元コードを読み取り、出荷照合用の「ミニ

マスター」としてハンディターミナルに保存

3．出荷検品時に現品に付いているバー

コードを読み取り、保存した「ミニマスター」

のデータと照合して消し込んでいく

4．現品から読んだバーコードが出荷予

定にないものだった場合、警告音を鳴らし

て誤出荷を防止する

現在すでに使用されている出荷情報を２

次元コード化するだけで、サーバーとのや

りとりもなく、ハンディターミナルにマスター

データを取り込み、利用するという大変シ

ンプルで、即効果が出る仕組みになって

います。

出荷指示表から読み込んだ「ミニマスター」。
ホストコンピュータとの交信がないので、出荷
指示表の読み取りだけで照合用のデータを
表示することができます。

●検品画面イメージ

出荷指示No.
1234567890

品目No.
1234567890123456
7890

品目名称
ＸＸＸＸＸＸＸＸ
ＸＸＸＸＸＸＸＸ

ロットNo.
123456789

入り数　　　  123456

箱数　　　　　1234

総数　　　　　123456789



Ｑ．2次元コードって本当に普及しているんですか？

Ａ． はい。２次元コードには皆さんが良く目にするＱＲコードのほかにも、PDF417やデー

タマトリックスなど、世界的に広く使用されているものがあります。弊社の製品でも２次元コー

ドリーダー関係の伸び率は25％を超えており、ソースマーキングされる対象が増大して

い電気・電子部品業界、他にも医薬・医療品や食品業界など、さまざまな業界で２次元コー

ドはたくさん使用されています。

いろいろＱ＆Ａ 次号予告

２００８年８月号は．．．

　『お手軽改善シリーズ第３弾！

　 実装工程で簡単バーコードシステムは

　 導入できるか？！』です。
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前回紹介した２つの事例と今回の簡単

入出庫検品のシステムにに共通するポイ

ントは、『まずバーコードを貼った』というこ

とにあります。

スケールの大小にかかわらず、バーコー

ド／２次元コードシステムの最初の一歩は

管理をしたい対象物にＩＤ（バーコード）を

貼り付ける事からスタートします。ＩＤが対

象物に貼付されていないと、情物一致の

追跡管理を行う事は難しくなります。逆にＩ

Ｄがあれば、他のシステムとのデータの紐

付けが可能になり、将来のシステム拡張

にも対応しやすくなるのです。

ＲＦタグなど、現在はＩＤを表すために使

えるツールがいくつかありますが、安価で

導入しやすいという点で、バーコードに１

日の長があります。身近なところで手軽に

改善をしていくには最も適したツールと言

えるでしょう。

紹介した事例からわかるバーコードを使っ

た身近な改善のもう一つのポイントは『作

業をシンプルにする』という点です。

現在、工場にはフルタイムの作業員の

方から臨時雇い・アルバイトまでさまざま

な雇用形態の方がいます。あれこれと管

理上の便利さを追い求めてしまって端末

操作を複雑にしてしまうと、「使えるのはあ

る程度熟練した作業者の方だけ」といった

状況になりかねません。

今回の２つの事例では、作業者はバーコー

ドを読み取る事にのみ集中し、殆ど他の

操作をさせないことがポイントで、単純さが

売りとなっています。誰でも簡単にすぐ

使用できるということは、それだけで大き

なメリットとなります。

このような身近なところでの改善は誰も

が目を向けるようなシステムではありません。

システム構築費用も比較的安価です。

結果も「こんなことはいつでもすぐにできる

よ」と思わず口にしたくなるような小さな改

善です。しかし、少しの費用で作られた小

さなシステムでも、正確で効率的な作業と

時間短縮を実現できるのです。

現場の方がいちばん困っているのは何か、

どこを最優先で改善したいか。身近で小

さな作業に着目してみると、実にさまざま

なところにバーコードが活用される場所が

用意されているのです。

●紹介した簡単システムの導入コスト（概算）

簡単入出庫検品システム：ソフト費用（60万円）＋PDA本体（作業人数分）

<！注意！>　パソコン側のシステムはユーザーにて作成のため上記費用には含んでおりません。

ポイントはバーコードを貼ることから

（株） 商事 御中

作業者 確認 確認

ABC

商品コード 商品名 サイズ 色 数量 襟番

4900000000001

4900000000003

4900000000002

4900000000004
4900000000005

長袖シャツ

Ｔシャツ

半袖シャツ

ソックス

パンツ

L

S

M

24.5
L

青

白

黄

白

茶

20

35

15

20
10

A-5-22

A-3-13

A-8-15

S-10-13

C-5-8

●２次元コードが印刷された出荷指示表のイメージ


